
数学７ データの傾向を読み取り、批判的に考察し判断すること

（車型ロボット）
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出題の趣旨

不確定な事象についてデータに基づいて考察する場面において、次のことができるか

どうかをみる。

・表やグラフなどを活用して、数学的に処理すること

・事象を数学的に解釈し、その根拠を数学的な表現を用いて説明すること

・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること

日常生活や社会の事象を考察する場面では、表やグラフなどからデータの傾向を適切に読み

取り、批判的に考察し判断することが求められる場合がある。その際、判断の理由を数学的

な表現を用いて説明できることが大切である。

本問では、障害物を感知して止まる車型ロボットについて、実験したデータを表や箱ひげ図

に整理して分析し、それらから分布の傾向を捉える場面を取り上げた。この場面において、

１０ｃｍの位置から進んだ距離の分布の箱ひげ図から、「速さが段階１から段階５まで、だんだ

ん速くなるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」ことを捉える文

脈を設定した。さらに、速さを段階１に固定して障害物からの距離の設定を変えたとき、設定

した位置から進んだ距離について考察する場面を取り上げた。この場面において、既に調べた

１０ｃｍのデータのほか、新たに集めた１００ｃｍ、２００ｃｍのデータを表や箱ひげ図に整理し

てデータの散らばり具合を把握し、四分位範囲を比較する文脈を設定した。
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設問(１)

趣旨

与えられたデータから最頻値を求めることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔小学校第６学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの収集とその分析に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けること

ができるよう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）代表値の意味や求め方を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ (1) １ １．９ と解答しているもの。 74.8 ◎

２ ７ と解答しているもの。（「１．９」の個数） 0.2

３ １．５ と解答しているもの。（最小値） 6.9

４ ２．４ と解答しているもの。（最大値） 4.0

５ ２．０ と解答しているもの。（中央値） 3.3

99 上記以外の解答 5.3

０ 無解答 5.7

２．分析結果と課題

○ 平成31年度【中学校】数学８(1)で関連する問題を出題している（正答率58.6％）。「平成

31年度【中学校】報告書」において、「資料を整理した表から最頻値を読み取ること」に課

題があると分析している。これに関連して本設問では、「障害物からの距離が１０ｃｍより小

さいことを感知して止まる設定にした車型ロボットについて実験した結果を基に、１０ｃｍ

の位置から進んだ距離の最頻値を求める」問題を出題した（正答率74.8％）。今回の結果か

ら、与えられたデータから最頻値を求めることはできていると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 代表値の必要性と意味を理解し、代表値を求めることができるようにする

目的に応じてデータを収集して分析し、データの傾向を読み取る活動において、データの

代表値を求めることができるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には、１０ｃｍの位置から進んだ距離について調べた結果か

ら代表値を求め、段階１の速さで進む車型ロボットが、１０ｃｍの位置から進んで止まる距

離の傾向について説明する場面を設定することが考えられる。その際、小学校で学習した内

容を振り返り、最頻値とは、データの中で最も多く現れている値であり、その値の個数を表

すものではないことを確認することが大切である。

なお、連続的なデータを取り扱う場合においては、同じ値をとる測定値はあまり見られな

いため、小学校第６学年で学習した最頻値が有効でないことがある。その際には、ヒストグ

ラム等に整理し、度数が最大の階級の真ん中の値を最頻値として用いるとよい。
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設問(２)

趣旨

複数の集団のデータの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を

用いて説明することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。

（ア）四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み取り、批判

的に考察し判断すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ (2) （正答の条件）

次の(a)又は(b)について記述しているもの。

(a) 箱ひげ図の箱がだんだんと右側にずれていっていること。

(b) 第１四分位数と第３四分位数がだんだんと大きくなっていること。

（正答例）

・ 速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ

図の箱の位置が右側にずれていっている。（解答類型１）

・ 速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、第１四

分位数と第３四分位数が大きくなっている。（解答類型２）

１ (a)について記述しているもの。 5.2 ◎

２ (b)について記述しているもの。 4.4 ◎

３
上記２以外で、四分位数のいずれかの値がだんだんと大きくなって

16.8 ○
いることについて記述しているもの。

４
箱ひげ図全体が右側にずれていっていることについて記述している

4.3
もの。

５
上記１～４以外で、最大値がだんだんと大きくなっていることにつ

3.7
いて記述しているもの。

６ 箱ひげ図の箱の長さやひげの長さについて記述しているもの。 7.6

７ 上記以外で、箱ひげ図から読み取れることを記述しているもの。 6.2

８ 箱ひげ図の読み取りを誤って記述しているもの。 8.2

99 上記以外の解答 14.6

０ 無解答 29.0

正答率 26.4
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２．分析結果と課題

○ 解答類型99の具体的な例としては、以下のようなものがある。

（例）

・段階１と段階５を比べると約２倍の差がある。

・段階１の箱ひげ図は、段階５の箱ひげ図の くらいになる。

このように記述した生徒は、段階１と段階５の二つの箱ひげ図について、１０ｃｍの位置

から進んだ距離の分布を基に比較しようとしているが、その違いについて根拠を明らかにし

て説明できなかったと考えられる。

また、以下のようなものがある。

（例）

・段階が速いと箱ひげ図は３ｃｍよりも後ろにあるが、段階が遅いと前にかたまって

いる。

・段階１では半数が１．９～２．２ｃｍの間に収まっているが、だんだん速くなるにつれ

て距離が長くなり、段階５では半数が３.８～４.５ｃｍの間に収まっている。

このように記述した生徒は、複数の箱ひげ図を比較しているが、「速さが段階１から段階

５まで、だんだん速くなるにつれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」

と判断できる理由を数学的な表現を用いて説明できなかったと考えられる。

○ 令和５年度【中学校】数学７(2)で「『２００６年～２０２０年の黄葉日は、１９９１年～２００５

年の黄葉日より遅くなっている傾向にある』と主張することができる理由を、箱ひげ図の箱

に着目して説明する」問題を出題している（正答率33.9％）。「令和５年度【中学校】報告

書」において、「複数の集団のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な

表現を用いて説明すること」に課題があると分析している。これに関連して本設問では、「車

型ロボットについて『速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、１０ｃｍ

の位置から進んだ距離が長くなる傾向にある』と主張することができる理由を、五つの箱ひ

げ図を比較して説明する」問題を出題した（正答率26.4％）。今回の結果から、複数の集団

のデータの分布の傾向を比較して捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することに、

引き続き課題があると考えられる。

１
２
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３．学習指導に当たって

○ データの分布の傾向を比較して読み取り、判断の理由を数学的な表現を用いて説明

できるようにする

データの分布の傾向を読み取って判断し、その理由を数学的な表現を用いて的確に説明で

きるように指導することが大切である。

本設問を使って授業を行う際には、「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるに

つれて、１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある」と判断できる理由について、

箱ひげ図を比較することで検討し、数学的な表現を用いて説明する場面を設定することが考

えられる。その際、「速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、箱ひげ図

の箱の位置が右側にずれていっているから」、「速さが段階１から段階５まで、だんだん速

くなるにつれて、第１四分位数と第３四分位数が大きくなっているから」などのように、判

断の理由を箱の位置や四分位数などを根拠として説明できるようにすることが大切である。

設問(３)

趣旨

複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第２学年〕 Ｄ データの活用

(1) データの分布について、数学的活動を通して、次の事項を身に付けることができる

よう指導する。

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。

（ア）四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味を理解すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ (3) １ ア と解答しているもの。（四分位範囲はだんだん大きくなる。） 7.9

２ イ と解答しているもの。（四分位範囲はだんだん小さくなる。） 22.3

３
ウ と解答しているもの。

8.5
（四分位範囲は大きくなって、小さくなる。）

４
エ と解答しているもの。

11.6
（四分位範囲は小さくなって、大きくなる。）

５ オ と解答しているもの。（四分位範囲は変わらない。） 48.7 ◎

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.9
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２．分析結果と課題

○ 正答率は 48.7％ であり、複数の集団のデータの分布から、四分位範囲を比較することに

課題がある。

○ 解答類型２の中には、四分位範囲と範囲を混同した生徒がいると考えられる。

○ 解答類型４の中には、複数の集団のデータの分布から、第１四分位数や第３四分位数に着

目した生徒がいると考えられる。

３．学習指導に当たって

○ 四分位範囲の必要性と意味について理解できるようにする

複数の集団のデータの分布に着目し、その傾向を比較して読み取る活動を通して、四分位

範囲の必要性と意味を理解できるように指導することが大切である。その際、四分位範囲は

データの散らばりの度合いを表す指標であり、第３四分位数と第１四分位数の差で求められ

ることを確認することが大切である。また、極端にかけ離れた値が一つでもあると、最大値

や最小値は大きく変化し、範囲はその影響を受けやすいが、四分位範囲はその影響をほとん

ど受けないという性質を確認することも大切である。

本設問を使って授業を行う際には、障害物からの距離の設定を長くしていった場合の設定

した位置から進んだ距離の分布の傾向について考察する活動を取り入れることが大切である。

その際、三つのデータからそれぞれの四分位範囲を求め、それらの値を比較して「四分位範

囲は変わらない。」と読み取るだけでなく、箱ひげ図の箱の位置などと関連付けてデータの

分布の傾向について考察する場面を設定することが考えられる。こうした活動を通して、四

分位範囲の必要性と意味について理解を深められるようにすることが大切である。

本問全体の学習指導に当たって

○ 目的に応じてデータを収集して分析し、その傾向を読み取って批判的に考察し判断

することを通して、統計的に問題解決できるようにする

日常生活や社会の事象を題材とした問題などを取り上げ、統計的に問題解決できるように

指導することが大切である。その際、問題を解決するために計画を立て、必要なデータを収

集して分析し、データの分布の傾向を捉え、その結果を基に批判的に考察し判断するという

一連の活動を充実させることが大切である。

例えば、本問のように、車型ロボットの速さをだんだん速くすると、それに伴って設定し

た位置から進んだ距離はどうなるのかについて調べるために、データを収集して箱ひげ図な

どに表し、「速さがだんだん速くなるにつれて、設定した位置から進んだ距離が長くなる傾

向にある」ことを見いだす活動を取り入れることが考えられる。また、速さは変えずに、障

害物からの距離の設定を変えると、設定した位置から進んだ距離の分布の傾向はどうなるの

かについてさらに調べ、「障害物からの距離の設定を変えても、設定した位置から進んだ距

離は変わらない傾向にある」ことについて考察する場面を設定することが考えられる。

このような一連の活動を通して、データの収集の仕方や分析の方法は適切か、結論は妥当

かなど、批判的に考察できるよう指導することが大切である。
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授業アイディア例

「「車車型型ロロボボッットトがが進進んんだだ距距離離ににつついいてて、、デデーータタのの分分布布のの傾傾向向をを基基にに調調べべよようう」」

～～デデーータタのの分分布布のの傾傾向向をを読読みみ取取りり、、批批判判的的にに考考察察しし、、判判断断すするる～～

前の時間には、車型ロボットの速さを段階１、障害物からの距

離を１０ｃｍに設定し、設定した位置から進んだ距離を調べる実験

を２０回行いました。そのデータにばらつきがあったことから、

最頻値や中央値などの代表値を求め、車型ロボットが進んだ距離

について話し合いました。

さらに、車型ロボットの速さを変えたときに、１０ｃｍの位置から進んだ距離はどうな

るのかを調べるために、段階１から段階５までそれぞれ２０回ずつ実験を行い、データ

を収集しました。

１１．．実実験験でで得得たたデデーータタのの整整理理のの仕仕方方をを考考ええるる。。

２２．．５５つつのの箱箱ひひげげ図図をを比比較較ししてて、、分分かかるるここととをを読読みみ取取るる。。

複数のデータの分布の傾向を
比べるときには、箱ひげ図に
表せばよかったね。

教師

前の時間には、車型ロボットの速さを変えたときの10 cmの位置から
進んだ距離のデータの分布の傾向を調べるために、車型ロボットの
速さを段階１から段階５まで変えてそれぞれ20回ずつ実験を行い、
データを収集しましたね。実験のデータをどのように整理しますか。

それなら、コンピュータを
使って箱ひげ図に表して
みよう。

表した５つの箱ひげ図を比較して、どのようなことが分かりますか。

２ ６（ｃｍ）３ ５

段階１

段階２

段階３

段階４

段階５

４１０

１０ｃｍの位置から進んだ距離の箱ひげ図
箱ひげ図の箱の位置は、だんだんと
右にずれていっているね。

第１四分位数と第３四分位数が
それぞれだんだん大きくなっている
ということだね。

箱ひげ図の箱の長さは、速くなるに
つれて長くなっていそうだよ。

中央値が大きくなっていることも
分かるよ。

速さが速くなるほど、最大値も大きくなっているよ。

最小値は段階１から段階４までは大きくなっているけど、段階５は段階４より
小さくなっているね。

（ｃｍ）

段階１

５３ ６

段階２

段階３

段階４

段階５

０ １ ２ ４

１０ｃｍの位置から進んだ距離の箱ひげ図
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授業アイディア例

「「車車型型ロロボボッットトがが進進んんだだ距距離離ににつついいてて、、デデーータタのの分分布布のの傾傾向向をを基基にに調調べべよようう」」

～～デデーータタのの分分布布のの傾傾向向をを読読みみ取取りり、、批批判判的的にに考考察察しし、、判判断断すするる～～

前の時間には、車型ロボットの速さを段階１、障害物からの距

離を１０ｃｍに設定し、設定した位置から進んだ距離を調べる実験

を２０回行いました。そのデータにばらつきがあったことから、

最頻値や中央値などの代表値を求め、車型ロボットが進んだ距離

について話し合いました。

さらに、車型ロボットの速さを変えたときに、１０ｃｍの位置から進んだ距離はどうな

るのかを調べるために、段階１から段階５までそれぞれ２０回ずつ実験を行い、データ

を収集しました。

１１．．実実験験でで得得たたデデーータタのの整整理理のの仕仕方方をを考考ええるる。。

２２．．５５つつのの箱箱ひひげげ図図をを比比較較ししてて、、分分かかるるここととをを読読みみ取取るる。。

複数のデータの分布の傾向を
比べるときには、箱ひげ図に
表せばよかったね。

教師

前の時間には、車型ロボットの速さを変えたときの10 cmの位置から
進んだ距離のデータの分布の傾向を調べるために、車型ロボットの
速さを段階１から段階５まで変えてそれぞれ20回ずつ実験を行い、
データを収集しましたね。実験のデータをどのように整理しますか。

それなら、コンピュータを
使って箱ひげ図に表して
みよう。

表した５つの箱ひげ図を比較して、どのようなことが分かりますか。

２ ６（ｃｍ）３ ５

段階１

段階２

段階３

段階４

段階５

４１０

１０ｃｍの位置から進んだ距離の箱ひげ図
箱ひげ図の箱の位置は、だんだんと
右にずれていっているね。

第１四分位数と第３四分位数が
それぞれだんだん大きくなっている
ということだね。

箱ひげ図の箱の長さは、速くなるに
つれて長くなっていそうだよ。

中央値が大きくなっていることも
分かるよ。

速さが速くなるほど、最大値も大きくなっているよ。

最小値は段階１から段階４までは大きくなっているけど、段階５は段階４より
小さくなっているね。

（ｃｍ）

段階１

５３ ６

段階２

段階３

段階４

段階５

０ １ ２ ４

１０ｃｍの位置から進んだ距離の箱ひげ図

３３．．デデーータタのの分分布布のの傾傾向向ににつついいてて批批判判的的にに考考察察しし、、判判断断ししたた事事柄柄のの理理由由をを説説明明すするる。。

箱ひげ図から読み取ったデータ全体の分布の傾向から車型ロボットの
速さを変えたとき、10 cmの位置から進んだ距離についてどのような
主張ができそうですか。

車型ロボットの速さが速くなるほど、10 cmの位置から進んだ距離は
長くなる傾向にありそうです。

先ほど挙がった箱ひげ図から分かったことのうち、その主張の根拠に
なりそうなものはあるでしょうか。

ポポイインントト

最大値がだんだんと大きくなっていることが根拠になりそうだよ。

最大値だけではデータ全体の分布の傾向を判断するのは難しいね。

箱の長さは長くなっているから進んだ距離が長くなる傾向にあると
いっていいと思うけど、どうかな。

箱の長さが長くなっていることから、中央値付近のデータの散らばり具合が
大きくなっていることは分かるけど、進んだ距離が長くなる傾向にあることの
根拠にはならないのではないかな。

最大値や箱の長さだけでは10 cmの位置から進んだ距離が長くなる
傾向にあると判断することは難しそうですね。では、何を根拠と
して挙げればよいでしょうか。

ポポイインントト

箱ひげ図の箱の位置が右にずれていっていることはどうかな。
第１四分位数と第３四分位数の両方がそれぞれ大きくなっている
ということになるね。

箱ひげ図の箱をみることは、中央値を中心とした全体の約半数のデータを
みることになるね。

私は中央値だけでみていたけれど、中央値だけでみるよりも箱の位置で
判断した方がいいね。

速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、

１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある。

判断したこと

判断の理由

速さがだんだん速くなるにつれて、

速さが段階１から段階５まで、だんだん速くなるにつれて、

１０ｃｍの位置から進んだ距離が長くなる傾向にある。

主張

・箱ひげ図の箱の位置が右側にずれていっているから。

・第１四分位数と第３四分位数が大きくなっているから。

根拠

速さがだんだん速くなるにつれて、

主張とその根拠について
整理しましょう。
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４４．．問問題題解解決決のの過過程程をを振振りり返返るる。。

● 目的に応じて、データを収集、整理して、それを基に分布の傾向を読み取り、批判的に

考察し判断するとともに、判断した事柄について根拠を明らかにして説明できるようにす

ることが大切である。

● 複数のデータの分布の傾向を比較する際には、代表値だけでなく、四分位範囲や四分位

数、箱ひげ図の箱の位置などに着目して多面的に吟味し、批判的に考察できるように指導

することが大切である。

本本授授業業アアイイデディィアア例例 活活用用ののポポイインントト！！

箱ひげ図をみるときには、箱の位置に着目して、データの分布の傾向を
捉えた方がよいと思いました。

今日の授業で箱ひげ図を基に判断の理由を説明するときに気を付けた方がよいと
思ったことや、さらに調べたいことは何ですか。

次は、速さを変えずにセンサーの感知する距離を変えて実験してみたいです。
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